
 

 

［成果情報名］安価な小型データロガーを用いた土壌酸化還元電位の自動経時計測方法  

［要約］安価な小型データロガーを利用して、土壌の酸化還元電位を自動で経時的に計測で

きる。回路のインピーダンスを 100MΩ以上、一計測を 0.5 秒間とし、それ以外の待機時間

は回路を遮断し、１時間間隔で白金電極と比較電極の間の電位差を計測する。 
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［背景・ねらい］ 

水田において、土壌が湛水されると、酸素が消失し、さらに硝酸イオン、マンガン、鉄

などが還元され、やがてメタンや硫化物が生成する。酸化還元電位（Eh）の測定は、この

ような化学反応が起きうる条件になっているかを把握するために有効な方法であり、水稲

に害を及ぼす硫化物の生成や、温暖化を促進するメタンの発生などを評価できる。これま

で、酸化還元電位を自動で経時的に計測するには、高価なデータロガーや制御装置を用い

て配線を組む必要があり、利用が限られていた。したがって、手動で計測することが一般

的となり、経時的な計測には手間がかかった。近年、安価な小型データロガーが販売され

たため、これを用いて安価に酸化還元電位を自動で経時的に計測する方法を開発する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．白金電極と比較電極の間の電位差を小型データロガーで計測する。その際、計測時の

電位消耗がほとんどないように、回路のインピーダンスを 100MΩ以上とし、計測時以外

の待機時間は回路を遮断する電池駆動式の基板を経由させる（図１）。 

２．電位を消耗しないように、１回の測定時間を 0.5 秒とし、計測間隔を１時間とすると、

市販の計器で手動計測した値とほぼ同じ値が、本法の自動計測で得られる（図２）。 

３．作成した装置の仕様は、計測範囲が酸化還元電位として-1.09～1.51V、分解能が0.26mV、

屋外に設置でき、記録データ数が 60,000（１時間間隔で 2,500 日分）で、電池消耗の目

安は 2 年間で、水稲や麦類の一作を超える充分な期間の計測値が記録できる。 

４．水田の作土の酸化還元電位の推移を自動計測できる。一例として、水田で湛水直播し

た際の、種子が無い部分の土壌と種子近傍の土壌の酸化還元電位の推移を計測した結果、

両者の差異と、数日で酸化還元電位が低下する傾向と、日変動が観察できた（図３）。 

５．畑地の作土の酸化還元電位の推移を自動計測できる。一例として、大麦畑の作土を計

測した結果、降雨によって酸化還元電位が低下する現象が観察できた（図４）。 

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：農業関係の試験研究関係者 

２．普及予定地域・普及予定面積・普及台数等：年に数十台 

３．本法は特許として登録されている。 

４．本特許を利用した計測装置が、藤原製作所から簡易土壌 Eh 計（FV-702）として販売さ

れている。１台（1ch）の価格は、電極を別として、３万円ほどである。 

５．酸化還元電位は、局所的条件に影響を受けやすいので、複数台での計測が望ましい。

比較電極は並列につなぐことによって、複数台で兼用できる。 

６．電極は、土壌と密着させ、長期間動かないように、支柱等で固定する。また、使用前

後に、標準試薬を用いて酸化還元電位を計測し、電極の劣化が生じてないか確認する。 



 

 

［具体的データ］ 
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図1 本法の計測装置の構成
回路の開け閉めをする基板を付けて、白金電極（藤原

製作所 EP-201型、¥7,000）と比較電極（藤原製作所
4400型、¥20,000）の電位差を小型データロガー（日置電
気 LR5041、¥16,000）で計測する。基板には電池から電

気を供給する。防水のため、小型データロガー等は密閉
容器に入れる。
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図3 水田の酸化還元電位の計測例
水田（2010年5月25日播種）において、種子近傍と

種子がない場所の土壌の酸化還元電位を1時間お
きに計測し、各6台の平均を示した。6台の値の標準
誤差の平均は、種子なしが0.014V、種子近傍が
0.009Vであった。
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図4 大麦畑の酸化還元電位の計測例
大麦畑（2009年11月播種）で1時間おきに土壌の酸化

還元電位を計測し、6台の平均の日平均を示した。6台の
値の標準誤差の平均は0.049Vであった。
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図2 自動計測と手動計測の比較
土壌を容器に詰めて湛水にしてから、本法を用いて1

時間おきに土壌の酸化還元電位を自動計測した。また、
数～十数時間おきに、市販の手動計測器を同じ電極に
つないで土壌の酸化還元電位を手動計測した。
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